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第３９回札幌外傷整形外科カンファレンス プログラム
日 時：平成２１年５月３０日（土）１４：００～１８：００
場 所：札幌医科大学 臨床教育研究棟 １F 大講堂
□症例検討（発表５分，討論１０分）
司会 手稲前田整形外科病院 整形外科 畑中 渉 先生
Session１（１４：１５～１５：１５）
１．「上腕骨近位端脱臼骨折後の creeping substitutionを生じた一例」
手稲前田整形外科病院 畑中 渉 先生
２．「比較的近位に及ぶ鎖骨遠位端粉砕骨折の一例」 札幌徳洲会病院 橋本 功二 先生
３．「高度の骨欠損を伴う足部開放骨折の一例」 札幌医大救急 入船 秀仁 先生
４．「Pelvic packingを併用して救命し得た仙骨骨折を伴う多発性外傷の一例」
札幌医大救急 入船 秀仁 先生
５．「治療に難渋している TKA後大腿骨骨折の一例」
滝川市立病院 整形外科 小笹 泰宏 先生
～休 憩～
Session２（１５：３０～１６：３０）
６．「右前腕の abrasion injuryの一例」 東徳洲会病院 土田 芳彦 先生
７．「小児舟状偽関節の一例」 函館五稜郭病院 村田 憲治 先生
８．「尺骨頭の開放性脱臼を伴った Galeazzi骨折型の橈骨遠位端粉砕骨折の一例」
札幌徳洲会病院 高橋 信行 先生
９．「舟状骨骨折，尺骨茎状突起骨折を伴った月状骨脱臼の一例」
市立札幌病院 中山 央 先生
□教育研修講演（１７：００～１８：００）
司会 市立札幌病院 整形外科 平地 一彦 先生
「手関節外傷の診断と治療」
北海道大学大学院医学研究科整形外科分野 教授 三浪 明男 先生
－１３４－ 北整・外傷研誌Vol．２６．２０１０
上腕骨近位端脱臼骨折後の creeping substitution を生じた１例


















札幌徳洲会病院 整形外科外傷部 ○橋 本 功 二 磯 貝 哲
倉 田 佳 明 新 井 学












骨折に対して内固定術を施行した．Synthes LCP Clavicle Hook Plate６穴を用いて固定を試みた







































































右前腕 abrasion injury の１例
札幌東徳洲会病院 外傷部 ○土 田 芳 彦 村 上 裕 子
辻 英 樹 井 畑 朝 紀
谷 平 有 子
札幌徳洲会病院 整形外科外傷部 磯 貝 哲 倉 田 佳 明
高 橋 信 行 橋 本 功 二







































札幌徳洲会病院 整形外科外傷部 ○高 橋 信 行 倉 田 佳 明
平 山 傑 橋 本 功 二
新 井 学 磯 貝 哲
札幌東徳洲会病院 外傷部 土 田 芳 彦 村 上 裕 子
辻 英 樹 井 畑 朝 紀



























市立札幌病院 整形外科 ○中 山 央 佐久間 隆
平 地 一 彦 奥 村 潤一郎
平 山 光 久 高 橋 敬 介
【症例】２９歳，男性．バイクで転倒し受傷．受傷後４日目に当科受診．月状骨掌側脱臼に舟状骨お
よび尺骨茎状突起骨折と完全正中神経麻痺を伴っていた．掌側から展開し，神経剥離，月状骨脱臼
整復，関節包靭帯の修復，骨接合を行った．術後６週間の外固定の後，手関節自動運動を開始した．
舟状骨は偽関節となったため追加手術を要した．現在，手根不安定症なく麻痺は完全回復し職場復
帰している．
舟状骨偽関節，神経麻痺，CRPS様拘縮が問題であったが治療の是非について皆様のご意見を伺
いたいと思います．
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